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学校名 いの町立伊野南小学校 実施日 １１月５日～１１月１５日 

担当教員名 河本 勝一郎 他２名 実施学年・人数 ６年・４３名 

※コメント記入欄のスペースに制限はありませんので自由にご記入ください。また、他形式でのご提出でも結

構です。 

【お願い】 

実施レポートは、今後小学校の先生方がタグラグビーの授業を行う際の参考にするとともに、学習教材とした

タグラグビーの優れた点を広めることを目的としています。実施レポートの一部は、ラグビー協会ホームペー

ジや機関誌、制作物等でご紹介させていただきますので、公開可能な範囲でのご記入をお願いいたします。 

学校・学級紹介 

 本校は、高知県の中心部高知市の西隣に隣接するいの町にある。すぐそばには、日本一美

しい「仁淀ブルー」といわれる仁淀川がある。 

 校区には、天王ニュータウンがあり、一時は７００人を超える児童が在籍していたが、ニ

ュータウンも高齢化が進み、児童数も減少し現在は２０３名となった。本校は、地域コミュ

ニティースクールの指定を受けて、地域と協働した学校づくりをすすめている。 

 ６年生は、１組２２名、２組２１名、計４３名である。地域スポーツとして野球、サッカ

ー、水泳、ダンスに取りくんでいる児童も多数いる。タグラグビーは、初めて取り組むスポ

ーツである。 

実施内容 

 本単元は、全６時間で行った。単元前半は、ボールやタグの扱いに慣れる運動を多く取り

入れ、授業の後半にはミニゲームを行った。単元後半には、ゲームを中心に行い、チームで

作戦を取り入れる時間も確保した。 

ルールについては、単元前半から後半にかけて、徐々にルールを厳しくしていくことで、

タグラグビーを運動の苦手な児童も楽しんで取り組めるように配慮した。 

指導のポイント 

 毎時間、授業の初めと終わりに振り返りを行い、ルールの確認や試合中の動きについての

アドバイスを行った。 

 ルールは、授業を重ねるごとに少しずつ厳しくしていくことで、タグラグビーの本来の楽

しさを味わわせた。 

 チームの動きや作戦を考える時間を確保した。これにより、客観的に自分たちを振り返る

ようにさせた。 

感想・印象 

今後の展望 

 タグラグビーは、中学年で取り組まれることが多いが、高学年で取り入れる効果も検証す

ることができた。特に、高学年になると体力差が開き、スポーツの経験値も大きな差がある。

この運動面の二極化が進んでいる中で、タグラグビーの効果を実証することができた。だれ

でも簡単に取り組むことができ、豊富な運動量を確保することができた。 

特に、運動の苦手な児童の意欲喚起や豊富な運動量を確保できたことの効果は大きかっ

た。また、仲間と作戦を立てたり試合中の動きを振り返ったりすることで、言語活動の充実

にもつなげることができた。 


